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ストラップだけを握ってWiiリモコンを振り回すことは絶対にしないでください。また、クラ

シックコントローラを振り回したり、首にかけたりしないでください。

病院、医療機関などでは、無線通信が制限されている場合があります。そのような場所では、絶対

に使用しないでください。

心臓ペースメーカーを装着されている方が使用される場合は、Wiiリモコンは心臓ペースメー

カーの装着部位から22cm以上離してください。

お子様がゲームをされる場合は、保護者の方が注意事項をよく読んでご説明いただき、目の届く

所で遊ばせてください。特に小さなお子様の場合は、保護者の方が手助けをして一緒に遊んでく

ださい。

ゲーム中はゲームキューブコントローラを引っ張らないでください。ディスクに傷がつく原因とな

ります。

ゲームキューブコントローラを抜き差しする前にWii本体からディスクを取り出してください。

LスティックやRスティックを操作する場合、手のひらなどの皮膚の弱い部分で力を入れて操作す

ることは避けてください。皮膚を痛めることがあります。

LスティックやRスティックを乱暴に操作すると故障の原因になるばかりでなく、まれにゲームの

進行に支障をきたすおそれがありますのでご注意ください。
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ゲーム中はWiiリモコンやヌンチャクをしっかり握り、手から離さないでください。また、絶対に

投げたり、必要以上に振り回したりしないでください。Wiiリモコンを投げたり、必要以上に振り

回して手から離れた場合、過度の力がストラップにかかりストラップが切れる恐れがあります。

必ず専用ストラップを手首に通して、ストッパーで固定してください。また、ゲーム中にストッパ

ーが緩んだり外れたりしたときは、ゲームを中断して、ストッパーを再度固定してください。

ゲーム中に、手や腕を振ったり、動き回る可能性がありますので、ゲームを始める前に周りには

何もないことを確認し、Wiiリモコンを振ったときでも、Wiiリモコンとテレビとの距離が1m以

上になるように、離れてください。また、複数のプレイヤーが同時に遊ぶときは、ぶつかったりし

ないように、十分なスペースを確保してください。

専用ストラップ［RVL-018］や任天堂のライセンス許諾を受けているストラップ以外は使用し

ないでください。

ゲーム中、手が汗ばんできた場合は、ゲームを中断して、乾いたタオルなどで拭き取って使用し

てください。

ストラップだけを握ってWiiリモコンを振り回すことは絶対にしないでください。また、ヌンチャ

クを振り回したり、首にかけたりしないでください。

Wiiリモコンを使用する前に、ストラップが傷んでいないか点検してください。もし、ストラップ

が傷んでいる場合は、Wiiリモコンの使用を中止し、必ずストラップを交換してください。

病院、医療機関などでは、無線通信が制限されている場合があります。そのような場所では、絶対
に使用しないでください。
心臓ペースメーカーを装着されている方が使用される場合は、Wiiリモコンは心臓ペースメー
カーの装着部位から22cm以上離してください。
お子様がゲームをされる場合は、保護者の方が注意事項をよく読んでご説明いただき、目の届く
所で遊ばせてください。特に小さなお子様の場合は、保護者の方が手助けをして一緒に遊んでく
ださい。

●Wiiリモコンをより安全に使用していただくため、Wiiリモコンジャケットを装着して使用される
ことをおすすめします。

使用上のおねがい

使用上のおねがい
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コントロールスティックを操作する場合、手のひらなどの皮膚の弱い部分で力を入れて操作する
ことは避けてください。皮膚を痛めることがあります。
コントロールスティックを乱暴に操作すると故障の原因になるばかりでなく、まれにゲームの進行
に支障をきたすおそれがありますのでご注意ください。

使用上のご注意（必ずお読みください）
 事故やけが、家財の破損、故障の原因となりますので、以下の点に注意してください。

使用上のご注意（必ずお読みください）
 事故やけが、家財の破損、故障の原因となりますので、以下の点に注意してください。
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